
令和６年度教育事業 国立大雪青少年交流の家　

【期日】 ～

【対象者】 上富良野町内の小学校６年生

【参加人数／募集人数】 11 ／ （上富良野町内小学６年生）

①チーム対抗！雪中運動会

②スノーキャンドル

③みんなで遊ぼう♪＠体育館

　雪上で、ソリを使ったリレーやボール拾

い競争、スノータワー競争等の様々な種目

を３チーム対抗で行った。チーム内で作戦

を考え、１回目よりも２回目が良い結果に

なるよう工夫して取り組む姿が多く見られ

た。

　チームごとにスノーキャンドルを作成し

た。チーム内でデザインを相談し、設置す

る場所を決め、役割分担を考えて活動し

た。参加者は、積極的に話し合いで意見を

出し合い、協力して完成させることができ

た。

　体育館でモルックやボッチャ、ボードゲー

ム、ドミノ、バルーンアート等の様々な遊びの

体験ブースをチームごとに活動を選択して回っ

た。活動中は、失敗しても何度も挑戦し、諦め

ずにバルーンアートを完成させる姿や初めて体

験するモルックのルールをお互いに教え合って

挑戦する姿が見られた。

２．プログラム内容

３．活動内容

かみふっ子フレンドキャンプ

2025/2/8 2025/2/9

１．趣旨

上富良野町内の小学校に通う６年生が、体験活動を通して交流を深めながら、中学校進学へ

の準備や目標を立てるなど、進学に対する期待を高める機会とする。
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チーム対抗！

雪中運動会

　　　　　　　　　　13：05　社会教育総合センター出発

　　　　　　　　　　13：50　交流の家到着
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14：30　終了

（社会教育総合センター解散15：15頃）
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④大雪の森を冒険！（スノーシュー）

⑤秘密基地を作ろう！（イグルー）

⑥振り返り・まとめ

0

質問：事業全体に対しての満足度をお答えください。（人）

５．参加者の声
〇ここでしかできないことやここでしかできない交流など、たくさんできてよかったです。パレッ

ト（上富良野町ボランティア団体）に入ってまた交流などしたいです。

〇たくさんの人がいて、すれ違ったら挨拶もできたから学校生活でも活かしたい。

〇違う学校の人と協力し、仲良くできたので中学校でも活かしたいです。

〇この２日間でコミュニケーションが上がった。これからの生活は仲間の大切さを気付けながら生

活していきたい。

〇修学旅行でもともとは仲良かったけど、今回のフレンドキャンプでさらに仲が深まった。いつも

の学校でもなくプライベートでもない体験ですごく楽しかった。新中１メンバーと中学校を楽しみ

たい。

〇この「かみふっ子キャンプ」で、友達と仲良くなれたし、いろんな知識が増えたしどうしたらき

れいに作れたかなどを考えて、いろんなものを作れてよかった！

〇交流の家のたくさんの人たちに、「こんにちは」「おはようございます」など、たくさんの人に

挨拶をした。清潔面でもこれを生かしたいです。

６．事業の成果

たいへん満足 やや満足 やや不満 たいへん不満

11 0 0

○活動ごとにグループのメンバーを変えたり、話し合いの場面を意図的に設ける活動を設定したり

し、参加者同士の交流を中心としたプログラム構成とした。参加者からも様々な活動で交流したこ

とで仲が深まったという声が多く寄せられており、参加者間の交流を深めることができた。

○１泊２日の活動を通して、ジュニアリーダー（上富良野町ボランティア団体）の活動に興味を持

つメンバーを増やすことができた。

○２日目のまとめでは、振り返りシートの記入やグループ内での発表、思い出缶バッチ作りなどの

活動を取り入れることで、参加者同士の思い出に残る活動を実施することができた。

　２日間の活動を振り返り、できるように

なったことや気を付けたこと、これからの

生活につなげたいことを交流した。思い出

缶バッチ制作では、参加者同士で名前を書

き合ったり、活動の様子を描いたりしてい

た。

４．アンケート結果

　スノーシューをつけて、大雪の森の中を歩

き、動物の足跡や木の種類の違い等を観察し

た。動物の足跡を発見した際には、動物がどの

ような活動を行っていたか想像したり、樹皮の

違いから木の種類を見分けたりする活動を行っ

た。

　雪を切り出してブロックを作って積んだり、

いすや机などを作ったりし、秘密基地を作っ

た。各チームが雪山を加工したり、雪で作った

ブロックを活用したりしてオリジナルの秘密基

地を作っていた。


